
令和８年５月７日

台東区立上野小学校

校長 田 中 康 雄

「これからの時代を拓く学校創り」

～子供も大人もワクワクする
授業・環境創りを通して～

資料７



児童の学びと
教師の学びは
相似形

令和８年度のグランドデザイン

面倒見のいい
学校に!!

本年度の研究



【２学期】/【中学年】挑戦し、拡げる時期
「きっと、できる」積極性を培う

【１学期】/【低学年】自信・信頼を確立する時期
「やれば、できる」自己有用感を培う

目的と手段の関係イメージ

教育活動の基本理念

取組の方向性…「守・破・離」で考える

児童一人一人の
資質・能力の最大化

目
的

教師による指導

アタマ・ココロ・カラダを
フル回転させる良質な学び

手
段

【目指すべき学校生活像：守・破・離で考える】

守

破

【３学期】/【高学年】自分で踏み出す時期
「自分の力でがんばろう」責任感を培う離

【中学年】技を拡げる
多様な学習技能等の経験

【低学年】技をもつ
基盤・基本となる学習技能等の獲得

【もつべき意識：守・破・離で考える】

守

破

【高学年】技を自ら選ぶ
目的に応じた学習技能等の自己選択離

Well-being究極の目的

児童の自己調整による学び

学びに向かう力・人間性等

思考力・判断力・表現力等

知識・技能

【中】第二形態
リンクの強化

【低】第一形態
ノードの強化守

破

【高】第三形態
構造化・熟達化離

【育成：守・破・離で考える】



Ⅰ-1 本年度の本校の研究①

★一人一人が学びの主役として活躍し、自分や世界

を変革していく学びを実現する

高橋純先生に御指導いただく予定（３回）

令和９年２月22日に成果報告会を実施予定

「TAITOフューチャースクール」検討委員会

モデル校（台東区教育委員会指定）



Ⅰ-2 本年度の本校の研究②

★デジタルを活用したこれからの学びについて、

任意の3教科以上に関する実践を行う

研究授業を７回実施、参観者との協議により

深めつつ事例開発を行う

「デジタルを活用したこれからの学び推進地区」

実践校（東京都教育委員会指定）



Ⅱ-1 研究の方法 授業公開日程
授業公開 日にち 曜日 学年 教科等

授業公開① 4月24日 金
４年１組 国語

＊研究のキックオフとして実施します。
６年２組 社会

授業公開② 11月11日 水 全学級 （連携の日）

研究授業 日にち 曜日 学年 教科等

研究授業① 5月20日 水 ４年生 算数

＊講師はお呼びいたしません。研究授業で
見られた児童の学びの状況を基に、参観
者で協議し、理解を深めることを大切に
実施します。

研究授業② 6月24日 水 ３年生 総合

研究授業③ 7月15日 水 ５年生 未定

研究授業④ 9月16日 水 ６年生 未定

研究授業⑤ 10月21日 水 ２年生 未定

研究授業⑥ 11月18日 水 １年生 生活

講師招聘 日にち 曜日 学年 教科等

講師招聘① 4月28日 火 １年生除く全学級（東京学芸大学 高橋純教授来校）

講師招聘② 9月24日 木 全学級 （東京学芸大学 高橋純教授来校）

講師招聘③ 12月15日 火 全学級 （東京学芸大学 高橋純教授来校）

講師招聘④ 2月22日 月 全学級の予定 （成果報告会・高橋純教授及び東京理科大学 垣野義典教授来校）



Ⅱ-2 研究の方法 GWSの活用

生産性向上×

在校等時間削減に

児童の学びと教師

の学びは相似形



Ⅱ-3 研究の内容 2/22成果報告会

指導の“モノサシ”

を明らかに

ヨコ展開のために

パッケージ化を

育ちの“モノサシ”

を明らかに
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